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歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保

　
　
険
料
を
納
め
た
人
が
、
65
歳
か

ら
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
は
満
額

で
７
９
２
、
１
０
０
円
（
平
成
20
年

度
額
）
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
制
度
に
上
乗
せ
し

て
年
金
額
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、「
付

加
年
金
」
「
国
民
年
金
基
金
」
「
確

定
搬
出
年
金
（
個
人
型
）
」
な
ど
の

制
度
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
加

入
す
る
と
納
め
た
保
険
料
や
掛
け
金

は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
が
安
く
な
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

１
、
付
加
年
金

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
付
加

年
金
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

★
付
加
保
険
料
額
　
4
0
0
円
　
付

加
年
金
額
　
2
0
0
円
×
納
付
月

２
、
国
民
年
金
基
金

　
第
1
号
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
、

「
地
域
型
」
「
職
能
型
」
の
い
ず
れ

か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
者
は
掛
け
金
や
受
け

た
い
年
金
額
な
ど
に
応
じ
て
、
口
数

と
給
付
の
型
を
選
択
し
て
国
民
年
金

保
険
料
と
は
別
に
掛
け
金
を
納
め
ま

す
。

＊
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
の

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

３
、
確
定
搬
出
年
金
（
個
人
型
）

　
個
人
型
の
確
定
搬
出
年
金
は
、
公

的
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

自
分
の
持
分
（
年
金
資
産
）
が
明
確

で
、
自
己
責
任
で
運
用
商
品
を
選
び

運
用
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

１
、
付
加
年
金
　
室
蘭
社
会
保
険
事

務
所
（
　
0
1
4
3-

24-

7
1
0
4
）

２
、
国
民
年
金
基
金
・
確
定
搬
出
年

金
（
個
人
型
）
　
北
海
道
国
民
年
金

基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２

０-

65-

４
１
９
２
）

　
　
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

　
　
と
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
ま
ま

未
納
と
せ
ず
、
免
除
等
の
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
・
洞
爺
総
合
支
所
・
温
泉
支
所
等

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
又
は
最
寄
の

室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

12

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
二
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
二
月
定
例
会

20

…そこが知りたい
年金年金

あ
な
た
も
年
金
を

　
　
　
　
　
　
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

国 国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

木
枯
に
攫
は
れ
そ
う
に
開
拓
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

納
棺
の
母
の
口
紅
返
へ
り
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

パ
ソ
コ
ン
に
座
し
て
あ
て
な
き
冬
の
旅
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

一
対
の
灯
台
凛
と
今
朝
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

立
冬
や
律
儀
な
時
計
す
す
み
が
ち
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

ハ
リ
ハ
リ
と
薄
氷
ふ
む
児
ら
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

山
寺
の
墨
絵
に
染
ま
る
今
朝
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

一
湾
の
真
ん
中
に
座
し
冬
日
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

う
す
ご
お
り

り
ち
ぎ

り
ん

さ
ら

啄
木
の
青
柳
町
の
歌
碑
を
見
て

　
　
　
小
春
日
和
の
噴
水
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
高
　
国
太
郎
　

燃
え
に
燃
ゆ
る
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
の

　
　
　
真
赤
き
も
一
夜
の
雪
に
色
を
失
う
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

レ
シ
ビ
な
ど
書
い
て
は
お
ら
ぬ
亡
き
母
の

　
　
　
飯
寿
し
に
漬
物
妹
が
継
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

燃
ゆ
る
火
に
温
み
て
を
れ
ば
ゆ
く
り
な
く
　

　
　
　
夜
風
が
窓
を
わ
が
胸
を
打
つ
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

冬
至
に
は
柚
湯
を
た
て
て
か
ぼ
ち
ゃ
煮
る
を

　
　
　
仕
来
た
り
と
受
け
し
亡
姑
を
想
う
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子
　
　
　
　
　
　
　
　

悔
い
の
な
き
陸
上
人
生
と
引
退
を

　
　
　
告
ぐ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
涙
清
し
き
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

師
走
と
も
思
へ
ぬ
日
ざ
し
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
散
歩
道
行
く
雑
事
忘
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

母
の
手
に
紙
漉
の
仕
ぐ
さ
は
寒
き
冬

　
　
　
小
声
に
聞
こ
ゆ
紙
漉
き
の
歌
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

川
の
面
に
落
葉
に
包
ま
れ
蛙
の
む
れ

　
　
　
産
卵
終
え
て
た
だ
よ
い
て
お
り
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

激
動
の
世
界
情
勢
を
憂
え
つ
つ

　
　
　
太
白
星
に
平
和
を
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

し
き

は
は


